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平成２７年度 会派調査研究報告書
（視察先1箇所につき1枚）

会 派 名 日本共産党

事 業 名 「第３９回自治体政策セミナーin埼玉」への参加

事 業 区 分 ①研究研修 ②調査

１ 上田市での課題と研修・調査の目的

テーマが「人口減少時代の地域の再生と「地方創生」の課題」というタイトルで、サブタイトルは

ー自治体消滅論、「地方創生」施策の検証と対抗軸というので、上田市でも大きな課題となっており、

参考になればということで参加しました。

２ 実施概要

〇写真左 平岡和久さん

○写真右 岡田知弘さん

実施日時 主催 研修会場

平成 27年 5月 31日

10：00～16：00
自治体問題研究所

さいたま共済会館ホール
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報

告

内

容

１・２ さいたま市の概要と特徴

＜研修会参加のため省略＞

３ 研修事項について

会派所属議員のうち、渡辺正博市議が所要のため参加できず、３人で参加しました。

○研修会のプログラムは次の通りです。
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○「地方創生」をめぐる各地の取り組み状況と課題

写真は、４人の報告者です。

◎まとめ

・東日本大震災に続いて、火山噴火や局地的集中豪雨など大災害がおき、一方でグローバル

経済化が進んでいる。この中で、自分たちの生活領域である地域から見ることが強調され

た。

地域社会の経済主体は中小企業・業者・農家・協働組合・NPO そして地方自治体であり、

それらの力を強くすることこそが重要。

・「政府の地方創生総合戦略」は、アベノミクスの第 3 の矢である成長戦略を地方創生の名

で進めるものであること。

・地域からの報告は、滋賀県日野町の古道清氏（日野町職員）が日野町の総合計画推進と地

方創生の取り組み。

・今西清氏（自治体問題研究所）は、「連携中枢都市圏」構想の進捗状況と課題。

・参加者からの質問や報告が相次ぎ、午前 10 時からはじまった研修会は、午後 4 時過ぎに

は終了した。

・国が打ち出しているさまざまな施策をどう見るか、どう生かすかなど大変勉強になりまし

た。

○平成２７年６月議会において、「『まち・ひと・しごと創生』地方版総合戦略及び第二次上

田市総合計画について」を一般質問の項目として取り上げ、研修の中身を生かしました。


